
力学Ⅰ（１０回目） 原科 
［第１０回目］物体のつり合い 
≪今日の授業の目標≫ 

☆力のモーメント   θsinrFN =   ［N･m］ 

物体を回転させようとする作用 
◎物体のつり合い（物体が動かない条件） 

力のつり合い  021 =++ L
rr
FF   （物体が平行移動しない条件）  

力のモーメントのつり合い 021 =++ LNN   （物体が回転しない条件） 

 
次回予定［第１１回目］仕事と運動エネルギー（教科書 63～68ページまで） 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
レポート問題 第１０回目（右側の半分の解答用紙を切り取って提出しなさい） 
問１ 教科書 55ページ演習問題 Bを答えよ。 
問２ 右の図のように，天井から２本の糸で質量mの物
体がつるされて，図に示す角度でつりあっている。 

① 重力と張力を，つり合っていることが分かるように
作図せよ。 
② 糸 A，Bからそれぞれ働く張力の大きさを AS ， BS として， 

鉛直方向と水平方向についての力のつり合い条件を表す式を書け。 
③ 張力の大きさ AS ， BS を，質量mと重力加速度の大きさg を用いて式で表せ。 

問３ 教科書 61ページ演習問題 A（a）を答えよ。 

問４ 軽い棒が，固定された回転軸Oのまわりで，滑らかに回転できるようになっている。力 1F
r
と

2F
r
を図のように加えた。 =1r 0.50［m］， =2r 0.60［m］， =1F 3.0［N］， =2F 4.0［N］とする。 

① O点のまわりでの， 1F
r
と 2F

r
の力のモーメント 1N ，

2N を，符号も含めて数値で求めよ。 
② O点のまわりで，棒はどちら回りに回転するか。 
 
 
問５ ① 教科書 62ページ演習問題 Bの問題２を答えよ。（力を図に書くところから始めよ。） 
② 同じ問題設定で，床と棒との間の静止摩擦係数が =µ 0.60である場合を考える。角度を 

6
πθ = ［rad］（ °= 30 ）から大きくしていくと，棒はある角度 mθ で床を滑り始めた。 

（d）角度 mθ を用いて，力のつり合いの条件を表す式と，

力のモーメントのつり合いの条件を表す式を立てよ。 

（e）滑り始める瞬間，静止摩擦力が最大（ NF  ff µ= ）である

ことを用いて mθ を数値で求めよ。（まず mθtan を求める。） 
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力学Ⅰ（１０回目） 原科 
 
解答用紙 （  曜  限）学籍番号         氏名               
数値で計算する問題は，答えにも必ず単位をつける！指示がない限りMKS単位系で答えること！ 

問１（a） =l  ［  ］， =ω  ［   ］ 

（b） 

=)(tvr （ ， ）［   ］ 

（c） （e） 

=)(tar （ ， ）［   ］ 

（d） =)(tF
r
（ ， ）［   ］ 

（f） =H  ［   ］，向き： 

問２①                  ② 鉛直方向： 

水平方向： 

③ 
 
 
問３（a） =N  ［    ］ 

問４① =1N           ［    ］， =2N              ［    ］ 

問５①（a） ②  時計回り・反時計回り 

a-1） ，a-2） 

（b） 

（c） 
 
 
 
 

②（d） 

 

（e） 
 
 
 

=mtanθ               ∴ ( ) == −1
m tanθ  

☆このレポートをやるのに    時間   分， 

それ以外に力学Ⅰの予習復習を    時間   分した。 
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